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エドワジエラ・イクタルリ感染症による 

河川アユ死亡を誘発する環境要因 

 

研究成果のポイント 

・河川アユのエドワジエラ・イクタルリ感染症 (Ei 症) の発生要因解明を目的として、2011

年から 2015 年にかけて東京都の多摩川で本症の発生状況と河川環境の調査を実施した 

・2012-2013 年の 8 月に、特定の支流域においてのみ Ei 症によるアユの死亡が認められた 

・同時期における支流域の平均水温および水温日較差 (1 日の最高, 最低水温の差) は他年

より高く、また水温日較差は水位の低下に伴い拡大していた 

・Ei 症によるアユ死亡発生には夏季の水温上昇および水位低下による水温日較差の拡大が

関与するものと考えられた 

 

研究成果の概要 

エドワジエラ・イクタルリ感染症 (以下 Ei 症) は、病原細菌 Edwardisella ictaluri (以下イ

クタルリ) を原因とする魚類の細菌性感染症です。本症は海外では養殖ナマズ類の致死感

染症として知られていましたが、2007 年の夏にわが国の河川で突如として発生し、河川

アユの大量死を引き起こしました (図 1)。現在ではほとんどの都道府県でイクタルリ感

染魚が確認されており、Ei 症発生による河川漁業被害が懸念されていますが、一方で Ei

症は毎年発生するわけではなく、詳細な発生要因は不明でした。そこで本研究では、河川

における Ei 症の発生要因解明を目的として、東京都の多摩川において本症の発生状況お

よび河川環境の調査に取り組みました。 

 2011 年から 2015 年の 7-8 月に、多摩川本流の下流域 (以下下流域) および支流中流 (以

下支流域) の 2 地点において Ei 症の発生状況を調査したところ、本症によるアユの死亡

は 2012 年および 2013 年の 8 月に、支流域でのみ確認されました。両年 8 月の支流域に

おける平均水温が他の年より高かったため、夏季の水温上昇が発生の一因であると考え

られましたが、一方で死亡魚が認められなかった下流域の水温変動も同様の傾向であり、



また支流域より常時高い値を示していました。そこで両地点の水温日較差 (1 日の最高, 

最低水温の差) を比較したところ、支流域の死亡発生時の水温日較差は同期間の下流域よ

り高い値を示しました (図 2)。さらに 2012 年および 2013 年の支流域における雨量およ

び平均河川水位は他の年より低く、水位の低下に伴い水温日較差は拡大していました。感

染試験でも水温日較差の拡大と Ei 症によるアユ死亡率上昇の関係が証明されたことから 

(図 3)、河川における Ei 症の発生には、夏季の水温上昇および水位低下に起因する水温日

較差拡大が密接に関与しているものと結論しました。 

 

 

 

 

 

図 1 アユのエドワジエラ・イクタルリ感染症の 

典型症状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 2011-2015 年における多摩川氏流域および下流域における気温・水温. 

黒の実線は日平均値, 灰色部は日較差 (最高値・最低値の差) を示す. 

2012, 2013 年の 8 月に支流域で Ei 症によるアユの死亡が確認された(赤矢頭). 

 

7月 8月 7月 8月 7月 8月 7月 8月

16
18
20
22
24
26
28
30
32

下
流
域
で
の
温
度
測
定
値

(℃
)

2011

16
18
20
22
24
26
28
30
32

2012 2013 2014 2015

20
25
30
35

20
25
30
35

気
温

水
温

支
流
域
で
の
温
度
測
定
値

(℃
) 気
温

水
温

7月 8月

眼球突出 体表の赤斑点

肛門発赤 腹水



 

 

 

 

 

 

 

図 3 アユのイクタルリ感染試験結果. 赤線

がアユの累積死亡率, 青線が水温変化を示

す. 水温日較差を 6℃ (22-26℃;上図) に設定

した区におけるアユ死亡率は 4℃ (24-28℃; 

下図) の区に比べ高かった. 
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